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【ＪＲ東日本概要】【ＪＲ東日本概要】

社員・家族の期待・コロナ禍の努力に応えていない！
１１月１０日(金)ＪＲ東日本との第３回交渉で、会社から年末一時金の回答が示されました。

国労東日本本部は、「今回の要求は、賃金が物価上昇に追いつかず、生活がより厳しい状況となっていること。また順調な
回復は、安全・安定輸送に努め社会的信頼を高めてきた社員の努力と苦労の結果であり、社員・家族の期待が高まっている
中で、今回示された回答はそれらの思いに及んでおらず、強く抗議し、再考を求め持ち帰り検討としました。
１１月１６日（木）ＪＲ貨物会社からの回答は本年度の中間決算が２０２２年度より悪化していることを理由に「基準内

賃金の１．６３ヶ月」との低額回答であり、会社の経常利益の確保に向け、社員・家族に一層の犠牲を転嫁するものでしか
なく、強く抗議の取り組みについて指示を行うこととしました。
国労の要求として、この間の賃上げをみても物価上昇に追いつかず、電気、ガソリンなどエネルギー価格の高騰が続くな

かで、全ての社員の生活を維持向上させるためにも年末手当の要求満額獲得が必要です。
国内の状況においても厚生労働省が１０月６日に公表した「８月の勤労統計」おいても賃金の伸びが物価高騰に追い付い

ていない事態が明らかになっています。
ＪＲ東日本は２０２３年７月２８日に「２０２４年３月期第１四半期決算」を公表し、鉄道、エキナカ、ホテルなどの需

要回復により営業利益は３期連続の増収、全てのセグメントが増収増益となり、順調な回復を果してきています。会社はこ
の間、『変革２０２７』の実現に向けて、営業統括センター・統括センターの発足、本社・支社組織の再編、総合車両セン
ター・車両センターの集約、設備 関係の設備技術センター化などの施策が実施され、「融合と連携」の下、現場の社員は一
人何役もこなし、新たな業務にも果敢に挑戦してきています。コロナ禍からの回復を果たしたのは、現場に働く全ての社員
が経費削減に努め、安全・安定輸送とサービスの確保に懸命に努力してきた結果であり、それに応える回答には程遠いもの
と言えます。
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４年ぶり 国労東日本・東京地本
第２５回皇居外周マラソンを開催

　11月11日(土)４年振りとなる皇居マラソンが開催されました。この間コロナ禍により開催が見送られる状況が
続いていましたが、ハムクラブや東京走友会の皆さんのご協力により、久しぶりの大会となりました。
　国労東日本と国労東京地本がそれぞれに行っていてたマラソン大会ですが、コロナ禍の影響で駅伝チームとし
ての編成も困難なことや、トレーニングの不足も考えられることなどを考慮、東日本本部と東京地本合同での
開催とし、1周5キロと2週10キロでの個人記録としての大会でした。
　前日からの雨は上がりましたが、まだ肌寒い風が吹くなかを12時20分に皇居の時計台前から、5キロ16名・
10キロ11名の選手が元気にスタート、リタイアやけが人もなく普段の練習の成果をいかんなく発揮し、14時
30分からニュー新橋ビルの会議室で表彰式が行われました。
　国労として25年続いた皇居外周マラソンは組合員同士の団結と交流を深める機会であり、信号もなくノン
ストップで走ることができるため、人気のあるランニングコースです。
普段のトレーニングと大会を楽しむと同時に、江戸城跡の歴史ある風情、丸の内の近代ビル群、千鳥ヶ淵の桜
など東京の風景も楽しみに各地から結集していただき、次回はより多くの組合員・家族・OBの皆さんの参加で
盛り上げて行きましょう。




